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安静時脳活動と運動経験の関連性についての検討
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1 はじめに
ヒトは生まれてから今日に至るまで様々な経験をし，
技能の獲得のため学習を行っている．その過去の経験が
今現在の脳活動に影響を及ぼしていることがある．先行
研究では，運動経験が体性感覚に関係していることが示
唆されている [1]．また，安静時脳活動においてもその
活動を調べることによって，運動に関連する脳部位が運
動学習と相関があることが示唆されており [2]，脳と運
動は深い関係にあるといえる．
そこで，本研究では過去の運動経験や球技経験が安静
時脳活動においても影響があるかを検討した．
2 実験内容
2.1 被験者
本実験は，本学学生 52名 (男性 34名，女性 18名，平
均年齢 21.0歳)を被験者として行った．
2.2 安静時脳活動の計測
fMRIを用いて安静時脳活動を計測するために，装置
の中で目の前にある十字のパネルを 10分間見続けても
らい撮像を行った．
2.3 アンケート
被験者に過去の運動経験のアンケートを行った．小学
校から現在までの運動の種類，運動の期間を記入しても
らった．
3 解析
3.1 評価指標
アンケート結果から運動経験のない被験者はいなかっ
たので，評価指標として運動月数を年齢で割ったMPA

と，小学校から現在までの球技経験の有無である BSE

の 2つを作成した (表 1)．
表 1: 評価指標

MPA 運動経験のの総月数/年齢
BSE 小学校から現在までの球技経験の有無

3.2 脳画像解析
3.2.1 脳活動解析
脳活動解析では，SPM8のソフトウェアであるDPARSF

を用いて，脳画像からmALFF画像を作成した．mALFF

画像とは，各 voxelに存在する低周波数領域 (0.01˜0.1Hz

程度)の信号を定量化したもので，mALFF画像と評価
指標でMPAは相関解析，BSEは群間解析を行った．

3.2.2 機能的結合解析
機能的結合解析では，SPM12の toolboxであるCONN

を用いて，各被験者の脳機能画像と 2つの評価指標に
対して ROI-to-ROI解析を行った．
4 実験結果
脳活動解析では，運動に関連すると考えられる脳部位

として，MPAを評価指標とした解析において楔前部で負
の相関が得られた（p < 0.001 uncorrected at threshold）
(図 1)．BSEを評価指標とした解析においては左中心後
回で有意な結果が得られた（p < 0.001 uncorrected at

threshold）(図 2)．
また，機能的結合解析では有意な結果は得られなか

った．

図 1: 評価指標MPAと相
関があった脳部位

図 2: 評価指標 BSE と相
関があった脳部位

5 考察
脳活動解析で相関があった楔前部は安静時に脳内で

活動するデフォルトモードネットワークのひとつであ
る．解析の結果より，運動をすることでデフォルトモー
ドネットワークの働きに変化を与える可能性が示唆され
た．左中心後回には，体の各部位から体性感覚の入力を
受け取る機能が存在しており，球技経験によってより活
動させる可能性が示唆された．
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